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【本資料の位置づけ】
• 本資料は、休眠預金制度の社会的インパクト評価（事前評価）において理解しておくべき事項を「資金分配団体・実行団
体に向けての評価指針」にもとづいて簡潔にまとめています。

• 資金分配団体が、実行団体向けのオリエンテーションで活用することを想定しています。

【実行団体向けオリエンテーションの到達目標】
• 休眠預金制度における社会的インパクト評価の必要性・有用性を実行団体が理解する。
• 資金分配団体が狙うアウトカムやそれを生み出す事業設計を実行団体が理解する。
• 資金提供契約で求められている評価計画、事前評価報告書の作成等ができるようになる。

【本資料の活用方法等】
• 上記の到達目標を踏まえながら、適宜、自由に改変して使ってください。なお、本資料の使用は任意です。
• 本資料には、適宜、資金分配団体が自団体のToCを入れる箇所や、演習用スライドも含まれます。また、各スライドの
ノート欄には補足や説明例を記入していますのでご参考にしてください。

• 特に「事前評価報告書フォーム」と「点検検証フォーム」は、別途配布して説明いただくことを想定しています。
• 今後の改善につなげるために、本資料に関するご要望等ありましたらお知らせください。その他、ご不明点等がありまし
たら、JANPIA POにお問い合わせください。

• 「評価（「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」）の手引き」が4月に発行される予定です。

資金分配団体向け：本資料について

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本資料の説明等です。
事前オリエンテーションの資料は次頁からです（本スライドはオリエンテーション資料からは削除してください）。
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実行団体向け オリエンテーション資料
【社会的インパクト評価（事前評価）】
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１．事前評価オリエンテーションの目的

目的
本オリエンテーションは、実行団体が休眠預金制度における「社会的インパクト
評価」の目的や基本を理解し、その中でも「事前評価」を自らおこなう方法を理
解することを目的としています。
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到達目標
• 休眠預金制度における社会的インパクト評価の必要性・有用性を実行団体が理解する。
• 資金分配団体が狙うアウトカムやそれを生み出す事業設計を実行団体が理解する。
• 資金提供契約で求められている評価計画、事前評価報告書の作成等ができるようにな
る。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ず初めに、事前評価オリエンテーションの目的と到達目標を示しています。
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２．社会的インパクト評価の概要

はじめに
評価の原義は「対象の価値を引き出すこと」です。

社会課題を解決するための事業をより効果的に行い、その成果を見える化する
ために、休眠預金制度では「社会的インパクト評価」が取り入れられています。

実行団体の皆さまは、これを好機と捉えて、
事業をより効果的に実践するための「評価」に臨んでください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価というと、いろんなイメージを持たれるかもしれません。
評価の原義は「対象の価値を引き出すこと」です。
今回の評価の対象は、実行団体の皆さんの事業です。皆さんの事業の価値を引き出すために、評価を行います。

休眠預金制度において、事業の価値は、成果をあげること（＝つまり、社会課題を解決すること）です。

社会課題を解決するための事業をより効果的に行い、その成果を見える化するために、休眠預金制度では「社会的インパクト評価」が取り入れられています。

実行団体の皆さんは、これを好機と捉えて、事業をより効果的に実践するための「評価」に臨んでください。
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２．社会的インパクト評価の概要

評価の
実施

国民の理解を得る（説明責任）

事業の資源配分に反映する（効果的・効率的な事業実施）

民間公益活動の質の向上、発掘、民間資金や人材獲得等を促す

成果
の

可視化

休眠預金活用における評価の意義・目的
休眠預金は国民の資産です。その活用にあたっては、最終的に
社会の諸課題の解決を図るという「成果」を国民に目に見える
形で生み出すことが求められます。
実行団体は、評価を「事業改善」の機会と捉えて活用ください。

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.3 図表1-1
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
休眠預金は、誰のお金でしょうか？　それは国民の資産です。
休眠預金活用における評価の意義・目的は、成果の可視化にあります。
成果の可視化によって、３つの狙いがあります。
１　国民の理解を得る（説明責任）
２　事業の資源配分に反映する（効果的・効率的な事業実施）
３　民間公益活動の質の向上、発掘、民間資金や人材獲得等を促す
最終的に社会の諸課題の解決を図るという「成果」を、国民に目に見える形で生み出すことが求められます。

実行団体は、評価を「事業改善」の機会と捉えて活用ください。
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２．社会的インパクト評価の概要

◆「アウトプット」と「アウトカム」

「社会的インパクト評価」の定義

短期、長期の変化を含め、当該事業や活動の結果として生じた社会的、環境的な
「変化」や「便益」等の「アウトカム(短期・中期・長期)」を定量的・定性的に
把握し、当該事業や活動について価値判断を加える（評価を行う)こと（基本方針より抜粋）

アウトプット（結果） 事業の実施により生み出された「結果」
アウトカム（成果） 事業の実施によるアウトプットがもたらす「便益」や「変化」

事業計画書では、３年以内に達成する成果を「短期アウトカム」、
その先の成果を「中長期アウトカム」と定めています。

例）子どもの居場所づく
り事業のイベント回数

例）子どもの居場所づく
り事業で生まれた子ども
と地域のつながり
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
「社会的インパクト評価」の定義を見てみましょう。
（定義を読む）
赤線を引いたところがポイントです。
●短期、長期の変化：社会的インパクトには長期の変化のみでなく、短期から長期までの変化を含む。 
●社会的、環境的な「変化」や「便益」：財務的な結果としてはすぐには現れないような、正または負の社会的価値・環境的な価値に関する変化を指す。なお、「社会的」とは、社会全体に行き渡る波及効果に限るものではありません
●定量的・定性的に把握：定量と定性の情報は相互に補完するものととらえ、定量と定性の情報の両方を把握することが望まれます

ここで、アウトカムという言葉の定義と、よく似た言葉のアウトプットという言葉を比較してみましょう。
アウトプットは、事業の実施により生み出された「結果」のことです。子どもの居場所づくり事業であれば、イベント回数や参加者数です。アウトカムは日本語でいうと「成果」ですが、事業の実施によるアウトプットがもたらす「便益」や「変化」のことです。子どもの居場所づくり事業で生まれた子どもと地域のつながりなどです。

なお、アウトカムには時間でわけて考える方法があります。事業計画書では、３年以内に達成する成果を「短期アウトカム」 、その先の成果を「中長期アウトカム」と定めています。
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◆「アウトプット」と「アウトカム」
事業のアウトプットを出すことにより、アウトカムが生まれます。

アウトカム
（成果）

アウトプット
（結果）

アウトプット
（結果）

アウトプット
（結果）

事業の実施により生み
出された「結果」

事業の実施によるアウトプット
がもたらす「便益」や「変化」

例）働くスキルの
獲得、自己肯定感
の向上、就職

例）講座への
継続参加数

例）参加者との
振り返り面談数

例）就労支援
講座の開催数

２．社会的インパクト評価の概要
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
アウトカムとアウトプットの関係性はどのようになっているのでしょうか。
ここでは、複数のアウトプットが合わさることで、その先にアウトカムが生み出されることを表現しています。

例えば、就労支援講座の場合、
講座の開催、そこへの継続参加回数、参加者との振り返り面談数などがアウトプットで、
その先に「働くスキルの獲得、自己肯定感の向上、就職」といったアウトカムが生まれます。
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２．社会的インパクト評価の概要
休眠預金活用における評価のポイント
（１）「自己評価」が基本です
・実行団体の自己評価を、資金分配団体POが伴走支援します
・大規模・重要な事業は、協議の上「外部評価」「第三者評価」を実施します

（２）「４つの実施時期」があります
・事前評価、中間評価、事後評価、追跡評価の４つの実施時期があります
・解決に時間を要する社会課題に係る事業は、追跡評価を検討します

（３）「評価の５原則」に留意します
・評価の質を高めるために、５原則に留意します
・資金分配団体による「点検・検証」＊の際に、５原則を元にチェックします
＊「点検・検証」とは、資金分配団体が、実行団体の評価結果についてその内容の客観性と妥当性を確
認し、評価結果の有効活用を促すための仕組みです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
休眠預金活用における評価のポイントを３つ紹介します。
（１）「自己評価」が基本です。ですので、皆さんには基本的に自己評価を行なっていただきます。�　・その自己評価を、資金分配団体PO（自分たちの名前を入れる）が伴走支援します。
　・なお、大規模・重要な事業は、実行団体、資金分配団体、JANPIAで個別に協議の上「外部評価」「第三者評価」を実施します。

（２）「４つの実施時期」があります�　・事前評価、中間評価、事後評価、追跡評価の４つの実施時期があります。基本は、事前評価〜事後評価までの３つです。
　・解決に時間を要する社会課題に係る事業は、追跡評価を検討します。これはJANPIAもあわせて協議が必要です。

（３） 「評価の５原則」に留意します�　・評価の質を高めるために、「評価の5原則」に留意します。これは後のスライドで説明します。
　・資金分配団体が「点検・検証」をおこなう際に、この５原則をもとにチェックします
　・「点検・検証」は後述しますが、資金分配団体が、実行団体の評価結果についてその内容の客観性と妥当性を確認し、評価結果の有効活用を促すための仕組みです。
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評価指針上での実行団体の「自己評価」の位置づけ

評価指針

資金支援
伴走支援 事業実施

政府
審議会等

国民

受益者
関係者

実
行
団
体

資
金
分
配
団
体

J
A
N
P
I
A 自己

評価

検証

報告

報告 自己
評価

報告

検証
自己
評価

フィードバック

資金支援
伴走支援

12

（１）「自己評価」が基本

２．社会的インパクト評価の概要

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.3 図表1-2
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
本制度における評価は、「自己評価」が基本です。
３層構造で自己評価を積み上げる形で、最終的にこの制度自体の評価を行います。（詳しくは評価指針を読んでください）

資金分配団体は、実行団体に資金支援と伴走支援を行います。
また、実行団体から自己評価結果の報告を受けて、それを「点検・検証」する役割になります。
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２．社会的インパクト評価の概要
（２）「４つの実施時期」

事業

評価

申請時 事業開始

事業計画
策定

事業計画
改訂

事前評価

事業実施中

進捗管理
事業計画見直し

中間評価 事後評価 追跡評価

終了後一定期間事業終了

事業計画をブラッシュアッ
プするために行う評価

事業の中間地点で、成果の
進捗状況を把握し、適宜、
見直しするための評価

事業終了後、成果や事業の妥
当性を把握するための評価

事業の中長期成果や波及効
果を把握するための評価

契約期間 ３年間
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事業と評価は、並行して走ります。

申請後〜事業開始までに行うのが「事業評価」です。これは、事業計画をブラッシュアップするために行う評価です。事前評価を受けて、事業計画が改訂されます。

事業実施中に行うのが「中間評価」です。これは、事業の中間地点で、成果の進捗状況を把握し、適宜、見直しするための評価です。評価結果を受けて、必要に応じて、事業計画を調整します。

事業終了時に行うのが「事後評価」です。これは、事業終了後、成果や事業の妥当性を把握するための評価です。

追跡評価は、前のスライドでもお伝えした通り、事業の中長期成果や波及効果を把握するための評価です。実施については、実行団体、資金分配団体やJANPIAと協議の上、実施します。



Copyright 2020 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。 14

２．社会的インパクト評価の概要

1 多様な関係者の
参加、連携、協働 多様な関係者の幅広い参加・連携・協働。

2 信頼性 信頼できる方法で収集されるなど適切な情報を使用する。

3 透明性 活動状況や調査、成果などは、正確かつ誠意ある情報開示、
説明や報告を行う。

4 重要性
事業を遂行する上で重要な事項や、また組織内外の
関係者の意思決定に役立つ事項など、特に重要と
判断される項目を選択して評価する。

5 比例性 組織の規模、資源や目的等に応じて評価方法や報告・情報開示の
方法を選択する。

（３）「評価の５原則」
・下記５つの原則に留意し、評価の質を高めましょう。
・この５つの視点で、後述する「点検・検証」を行います。

多様な関係者が参加していること
は、事業・評価の精度を高めます

事業の中で特に重要な内
容についての評価を優先
しましょう

組織の背丈にあわせた等身大の評価
をおこないましょう

情報の開示は
正確に、わか
りやすく

情報の収集は信
頼される方法で

出所：資金分配団体・実行団体に向けての評価指針 P.5 図表2-2

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
「評価の５原則」は、評価の質を担保するために留意すべきものです。
１は、多様な関係者が参加していることで、事業・評価の精度を高めること
２は、情報の収集は信頼される方法でおこなうこと
３は、情報の収集、公開は、適切に行うことで、信頼性や透明性を高めること
４は、すべての項目を見るのは大変なので、重要なものを優先させましょうということ
５は、組織の体力・背丈にあわせた等身大の評価をおこないましょうということです

資金分配団体としても、この５つの視点で「点検・検証」を行います。
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２．社会的インパクト評価の概要
「社会的インパクト評価」の対象範囲

課題の分析

(ニーズの分析)

中間評価 ～終了時
（事業実施中）

事業終了時
（事業によっては終了から
一定期間経過後にも実施）

実施状況
の分析

(プロセスの分析)

事業報告
・

評価報告

主な実施
時期

事業設計
の分析

(セオリーの分析)

選定時・事前評価
（主に事業計画段階）

アウトカム
の分析

具体的な
検証事項

・
課
題
は
何
か
？

・
課
題
の
規
模
や
質
は
？

・
課
題
が
起
こ
る
原
因
は
？

・
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
？

な
ど

・
課
題
解
決
の
た
め
の

活
動
・
取
組
は
何
か
？

・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
目
標
の
設
定
は
？

・
想
定
さ
れ
る
成
果

(

ア
ウ
ト
カ
ム)

は
？

・
ど
の
よ
う
な
戦
略
で
取
り
組
む
か
？

・
そ
の
妥
当
性
は
？

な
ど

・
計
画
通
り
に
運
用
さ
れ
た
か
？

・
意
図
し
た
通
り
に

対
象
者
に
届
い
た
か
？

・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
目
標
は

達
成
さ
れ
た
か
？

な
ど

・
生
ま
れ
た
変
化
は
何
か
？

・
想
定
外
の
変
化
は
何
か
？

・
効
率
性
は
高
か
っ
た
か
？

な
ど

評価の実施時期、事業の性格や成長段階によって、
どの分析に力点をおくべきかは異なります。

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.7 図表3-2 加筆

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
では、「社会的インパクト評価」の対象範囲はどこからどこまででしょうか。

大きく、４つの分析からなります。
１　課題の分析
２　事業設計の分析
３　実施状況の分析
４　アウトカムの分析
です。それぞれ対応する時期も記載しています。
それぞれの具体的な検証事項は、このようなものです。（スライドを指して説明）

評価の実施時期、事業の性格や成長段階によって、どの分析に力点をおくべきかは異なるので注意してください。
例）まだ社会課題解決に知見が溜まっていない分野＝課題の分析に力点を置く
すでに事業設計の知見が多く溜まっている分野＝アウトカムの分析に力点を置く　など
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目次

１．事前評価オリエンテーションの目的
２．社会的インパクト評価の概要
３．事前評価の４つの観点

① 課題の分析
② 事業設計の分析
③ 評価計画
④ 事前評価報告書

４．点検・検証
５．評価のHow集 〜実践のヒント〜
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３．事前評価の４つの観点

① 課題の分析
② 事業設計の分析
③ 評価計画
④ 事前評価報告書

４．点検・検証
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課題の分析（ニーズの分析）の目的・位置付け

 課題の分析により、重要なアウトカムを特定する。
 課題の分析は事業設計につながり、それがアウトカム創出につながる。

ここがポイント

３-①課題の分析

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.7 図表3-2 加筆

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 18

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
課題の分析（ニーズの分析）の位置付けは、社会的インパクト評価の対象範囲のうち一番はじめのステップです。

「課題の分析」は、 「ニーズの分析」ともいいます。
ここでは、
・特定された課題が妥当かどうか？
・事業対象は妥当かどうか？
について、情報の収集・整理を通して、確認を行います。

課題の分析により、重要なアウトカム（生み出すべき社会的インパクト）を特定することができます。
また、それが事業の設計につながり、その先のアウトカムの創出につながります。
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この２点の分析を行います

３-①課題の分析

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.15 図表5-3

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 19

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
課題の分析では、具体的に
①特定された課題の妥当性
②特定された事業対象の妥当性
の分析を行います。
＊評価指針では、このスライドの図表を使用しています。（前頁と内容が重複していますが本スライドを入れています）
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課題の分析の評価小項目

すでに申請書に記載

本オリエンテーションで
特に確認したい点

３-①課題の分析

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.34
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
例えば、このような視点で課題の分析を行います。
青線である「どのような社会課題を解決しようとするのか」は、すでに申請書に記載いただいています。
赤線を引いた点が、本オリエンテーションで特に確認したい点です。
例えば、
・課題の問題構造を十分に把握しているか
・事業の対象グループは、どのような問題・関心・期待・懸念などをもっているか
・重要な関係者は誰か
などです。
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事業計画書に記載した「社会課題」や「その当事者」を中心に
おいて、その課題が生まれる構造を考えてみましょう。

やってみましょう

？？

？

？

３-①課題の分析

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 21

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）演習を行う場合、または、ご参考として本スライドを入れています。
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中心に置く社会課題

ステークホルダー別に考えてみる
こともオススメです

地域におけるひきこもりの
高齢化・長期化

（中高年ひきこもり問題）

地域社会としての
サポート資源が可視化されてない

家族としての
接し方・対応がわからない

当事者の自己理解が低く、
コミュニケーションの
成功体験が少ない

企業からの
理解が得られていない

（対応方法がわからない）

３-①課題の分析
例えば、このように課題を分析することができます。

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 22

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）前頁の事例

例えば、中高年ひきこもり問題であれば、ステークホルダーごとに要因を整理すると図のようになります。

当事者の視点では、当事者の自己理解が低く、コミュニケーションの成功体験が少ない
家族の視点では、家族としての接し方・対応がわからない
企業の視点では、企業からの理解が得られていない（対応方法がわからない）
地域社会の視点では、地域社会としてのサポート資源が可視化されてない



Copyright 2020 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。 23

目次
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３．事前評価の４つの観点

① 課題の分析
② 事業設計の分析
③ 評価計画
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事業設計の分析（セオリーの分析）の目的・位置付け

 事業設計が、事業実施と事業改善の基礎になる。
 アウトカム創出のためには、事業設計とそのたゆまぬ改善が重要です。

ここがポイント

３-②事業設計の分析（セオリーの分析）

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.7 図表3-2 加筆

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 24

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事業設計の分析（セオリーの分析）の位置付けは、
社会的インパクト評価の対象範囲のうち２番目のステップです。

ここでは、特定された課題を解消するための事業設計をおこないます（作戦をつくります）。

アウトカムの創出のためには、事業設計の分析がしっかりされることが重要になります。
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事業設計の分析（セオリーの分析）の内容

事業設計の分析（セオリー分析）を適切に行うことが、
活動からアウトカムまでを論理の道筋でつなぎ、
アウトカムのより効果的な達成（組織のミッション実現）につながります。

３-②事業設計の分析（セオリーの分析）

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.15 図表5-3
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事業設計の分析では、具体的に
③事業設計の妥当性
④事業計画の妥当性
の分析を行います。

事業設計の分析（セオリー分析）を適切に行うことが、
活動からアウトカムまでを論理の道筋でつなぎ、
アウトカムのより効果的な達成（組織のミッション実現）につながります。
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事業設計の分析（セオリーの分析）の評価小項目

すでに申請書に記載

３-②事業設計の分析（セオリーの分析）

本オリエンテーションで
特に確認したい点

出所：資金分配団体・実行団体に向けての評価指針 P.34

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 26

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
例えば、このような視点で事業設計の分析を行います。
青線は、すでに申請書に記載いただいています。
赤線を引いた箇所が、本オリエンテーションで特に確認したい点です。
例えば、
・目標の達成・課題解決の道筋は論理的であるか
・事業設計には多様な関係者の意見が反映されているか
・達成したい目標に対して妥当な活動が設定されているか
などです。
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３-②事業設計の分析（セオリーの分析）
資金分配団体のセオリー・オブ・チェンジ（ToC）と整合させる形で、
実行団体のロジックモデル等を策定してください。

団体の
目的・ビジョン

中長期
アウトカム

短期
アウトカム

アウト
プット

社会課題

介入

介入

中長期
アウトカム

短期
アウトカム

アウト
プット

事業
活動

投入
（インプット）

介入

資金分配団体のToC 実行団体のロジックモデル

介入

介入

介入

介入

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 27

介入＝事業・活動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
実行団体の事業設計は、ロジックモデル等のツールを描いて表現することを期待しています。
実行団体のロジックモデルは、資金分配団体のセオリー・オブ・チェンジ（ToC）と整合させる形で、描きます。
実行団体が狙うアウトカムは、資金分配団体が狙うアウトカムとの整合性を取ります。

ToCは、社会課題に対してどのような介入を行い、成果を生み出していくのかを説明する図です。この介入が、実行団体の事業になります。
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３-②事業設計の分析（セオリーの分析）

【用語解説】セオリー・オブ・チェンジ（ToC）

団体の
目的・ビジョン

中長期
アウトカム

短期
アウトカム

アウト
プット

社会課題

介入

介入

ToCの形の例

介入

介入

介入

介入

ある特定の文脈において、「どうやって、
なぜ、望まれる変化が起こることが期待さ
れるか」について包括的な説明をし、図示
するものです。

全体的・包括的なセオリーであり、いくつ
かの事業や活動の複合系となることが多い
です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
用語解説
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３-②事業設計の分析（セオリーの分析）

中長期
アウトカム

短期
アウトカム

アウト
プット

事業
活動

投入
（インプット）

介入

ロジックモデルの形の例

プログラム（事業・活動）のための利
用可能な資源、計画している活動、達
成したいと期待する変化や成果の関わ
りについての考えを体系的に示すもの
です。

【用語解説】ロジックモデル
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
用語解説
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資金分配団体の
ToC等を入れてください

実行団体に対して、
事業設計（セオリー）と
狙いたいアウトカム

について説明してください。

３-②事業設計の分析（セオリーの分析）
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② 事業設計の分析
③ 評価計画
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３-③評価計画

 課題の分析、事業設計の分析ができた時点で、
事業実施前に「いかに評価を行うか」を計画します。

ここがポイント

計画 実施へ

評価計画の目的・位置付け

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.7 図表3-2 加筆

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20 32

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価計画の位置付けは、
これまでの課題の分析、事業設計の分析ができた時点で、
事業実施前に、いかに評価を行うかを計画することです。
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評価計画の３ステップ
評価を実施する上で「評価計画」が重要になります。
「課題の分析」、「事業設計の分析」でおこなったことを
「評価計画」に落とします。次の３ステップで考えましょう。

事業で達成したいこと（すでに申請書に記入済）

そのために評価で知りたいことを明確にする

１、２に基づいて、評価計画書を作成する

評価の５原則のうち
「重要性」、
「比例性」の観点
を参考にします

１

２

３

３-③評価計画

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価計画を作成するための３ステップを示します。
１　事業で達成したいこと（すでに申請書に記入済）
２　そのために評価で知りたいことを明確にする、このときは、評価の５原則のうち「重要性」、「比例性」の観点を参考にしてください
３　１、２に基づいて、評価計画書を作成する
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評価計画のポイント
評価を効率的に進めるために、評価計画表において、何を、いかに、どの
タイミングで評価するかをできるだけ具体的に計画しておくことが有効で
す（逆に、それをしておかないと、然るべきタイミングで収集しておくべ
きデータの収集ができなくなってしまいます）。

評価の判断基準（目標とする値や状態）は、主要な事業関係者の間で
できるだけ明示的に合意しておくことが重要です。

評価計画の時点で、評価の５原則（特に重要性、比例性）にもとづき、評
価の優先順位をつけておくことが重要です。

３-③評価計画

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例（スライドと同じ）】
評価を効率的に進めるために、評価計画表において、何を、いかに、どのタイミングで評価するかをできるだけ具体的に計画しておくことが有効です（逆に、それをしておかないと、然るべきタイミングで収集しておくべきデータの収集ができなくなってしまいます）。

評価の判断基準（目標とする値や状態）は、主要な事業関係者の間でできるだけ明示的に合意しておくことが重要です。

評価計画の時点で、評価の５原則（特に重要性、比例性）にもとづき、評価の優先順位をつけておくことが重要です。
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評価計画の３つの観点
評価計画は、評価スケジュール、評価実施体制、評価表の設定で構成されます。

評価スケジュール
実施する評価の選択
実施時期の設定

評価実施体制
自己評価の体制
技術的な支援の確保

評価表の設定
評価項目
評価小項目
評価基準
測定方法

資金分配団体と実行団体の連携
が必要です

・多様な関係者に関わってもら
うことが重要です
・評価に必要な専門性の補完・
確保を検討します

・評価計画の中心となります

３-③評価計画

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.14 図表5-1 加筆

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
評価計画の3つの観点、その内容と留意事項等を示しています。
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評価計画書「評価スケジュール（サンプル）」
いつ、どんな評価を実施するか、そのために必要な調査は何かを記入します。

３-③評価計画

評価スケジュール
実施する評価の選択
実施時期の設定

資金分配団体と実行団体の連携
が必要です

事前評価 中間評価 事後評価 追跡評価
実施時期 2020年3月 2021年9月 2022年2月 2023年2月

提出時期 2020年4月 2021年10月 2022年3月 2023年3月

実施体制 専門家（研究者）
実行団体のスタッフ 実行団体のスタッフ

専門家（研究者）
実行団体のスタッフ
自治体の職員（担当者）

専門家（研究者）
実行団体のスタッフ

必要な
調査

文献調査、インタ
ビュー、ワークショッ
プ

フォーカスグループ、ア
ンケート、観察、インタ
ビュー

定量データ収集、インタ
ビュー

定量データの収集、アン
ケート

評価関連
経費 ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX

評価関連
経費のう
ち外部委
託費

¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX

外部委託
内容

分野の研究者からの
アドバイス
ワークショップ

アンケート調査 分野の研究者からの
アドバイス アンケート調査

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価スケジュールには、いつ、どんな評価を実施するか、そのために必要な調査は何かを記入します。
赤枠で囲ったところが、スケジュール関連です。
必要な調査例等を挙げています。
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事前評価 中間評価 事後評価 追跡評価
実施時期 2020年3月 2021年9月 2022年2月 2023年2月

提出時期 2020年4月 2021年10月 2022年3月 2023年3月

実施体制 専門家（研究者）
実行団体のスタッフ 実行団体のスタッフ

専門家（研究者）
実行団体のスタッフ
自治体の職員（担当者）

専門家（研究者）
実行団体のスタッフ

必要な
調査

文献調査、インタ
ビュー、ワークショッ
プ

フォーカスグループ、ア
ンケート、観察、インタ
ビュー

定量データ収集、インタ
ビュー

定量データの収集、アン
ケート

評価関連
経費 ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX

評価関連
経費のう
ち外部委
託費

¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX ¥XXX,XXX

外部委託
内容

分野の研究者からの
アドバイス
ワークショップ

アンケート調査 分野の研究者からの
アドバイス アンケート調査

37

評価計画書「実施体制（サンプル）」
次に、計画した評価を行うために必要な体制を記入します。

３-③評価計画

評価実施体制
自己評価の体制
技術的な支援の確保

・多様な関係者に関わってもら
うことが重要です
・評価に必要な専門性の補完・
確保を検討します

外部委託する場合、例えば
アウトカム指標設定やデー
タ収集・分析などにかかる
費用を予め考えておきます。

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
実施体制には、計画した評価や調査を行うために必要な体制を記入します。
外部委託する場合、例えばアウトカム指標設定やデータ収集・分析などにかかる費用を予め考えておきます。
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評価計画書「評価表の設定」
その後、評価表を埋めていきます。
評価表は、実行団体の皆さんが知りたいことを知るための計画表です。

３-③評価計画

評価表の設定
評価項目
評価小項目
評価基準
測定方法

・評価計画の中心となります

「事業の価値を引き出す」ために、
以下の視点で評価計画を作ってみましょう。
①これまで行なった「課題の分析」で、課題について
知りたい情報を知るための計画をつくります

②これまで行なった「事業設計の分析」で、事業設計
について知りたいことを知るための計画をつくります

③事業実施後に行う「実施状況の分析」、「アウトカム
の分析」を適切に行うための観点を考えましょう

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例（スライドと同じ）】
評価表は、実行団体の皆さんが知りたいことを知るための計画表です。
「事業の価値を引き出す」ために、以下の視点で評価計画を作ってみましょう。

①これまで行なった「課題の分析」で、課題について知りたい情報を知るための計画をつくります

②これまで行なった「事業設計の分析」で、事業設計について知りたいことを知るための計画をつくります

③事業実施後に行う「実施状況の分析」、「アウトカムの分析」を適切に行うための観点を考えましょう
なお、③は、事前評価の段階では詳細な計画は不要のため、おおまかに知りたいことを考えておきましょうという意味です。
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評価計画書「評価表」
評価表を埋めたイメージをみてみましょう。

３-③評価計画

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
埋めた時のイメージは、このような感じになります。
次のスライドで記入事項について詳しく説明します。
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評価計画書「評価表」
まずは評価表の用語の説明です。

３-③評価計画

評価表

評価の要素
評価項目 評価小項目

評価基準 測定方法

必要な
データ 情報源 データ

収集方法判断方法
（指標等）

判断基準
（目標値・状態等）

課題の分析
(ニーズの分析)

①
②

事業設計の分析
(セオリーの分析)

③
④

実施状況の分析
(プロセスの分析)

⑤
⑥
⑦

アウトカムの分析 ⑧
⑨
⑩

評価すべき
項目です。
これは具体的
に①〜⑩の
10個ありま
す（次スライ
ド）

具体的に評価
で何を知りた
いのかです。
各団体で設定
します

個々の評
価小項目
を、何で
どのよう
に測定す
るかを定
めます

事業が何
をどこま
で達成し
ていれば
目標を達
成できた
と言える
かの基準
です

設定した評価指標を具体
的にどのように測るか、
必要なデータと情報源、
データの収集方法を定め
ます

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価表の内容は、このような構成になっています。
・評価項目は、評価すべき項目です。これは次スライドで説明します。
・評価小項目は、具体的に評価で何を知りたいのかです。各団体で設定します。
・評価基準は、判断方法と判断基準に分かれます。
・判断方法は、個々の評価小項目を、何でどのように測定するかを定めます。
・判断基準は、事業が何をどこまで達成していれば目標を達成できたと言えるかの基準です。
・測定方法欄に、設定した評価指標を具体的にどのように測るか、必要なデータと情報源、データの収集方法を定めます。
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参考：10個の評価項目

評価の要素 評価項目

課題の分析
① 特定された課題の妥当性

② 特定された事業対象の妥当性

事業設計の分析
③ 事業設計の妥当性
④ 事業計画の妥当性

実施状況の分析
⑤ 実施状況の適切性
⑥ 実施をとおした知見の共有、活動の改善
⑦ 組織基盤の強化

アウトカムの分析
⑧ アウトカムの達成度
⑨ 波及効果
⑩ 事業の効率性

評価小項目は、評価指針の別添資料1. 実行団体向け評価小項目例（34p）を参照
Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.15 図表5-3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
評価項目を示しています。
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評価報告書「評価表」（評価の要素：課題の分析）

３-③評価計画

評価表

評価の要素
評価項目 評価小項目

評価基準 測定方法

必要な
データ 情報源 データ

収集方法判断方法
（指標等）

判断基準
（目標値・状態等）

課題の分析
(ニーズの分析)

①
②

以下の（A）〜（D）のステップで、「課題の分析」の計画を立てましょう。
これで、事業成果を生み出す第１歩目の「課題」を知ることができます。
（A）事業が解決すべき課題を知るために、必要な問いかけ／視点は何か？（評価小項目）
（B）それは、何で判断できるのか？（判断方法）
（C）それは、どこまでいったら良いのか？（判断基準）
（D）それは、どのような方法でデータを集めれば良いのか？（測定方法）

A B C D

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
（A）〜（D）のステップで、「課題の分析」の計画を立てましょう。
これで、事業成果を生み出す第１歩目の「課題」を知ることができます。

（A）事業が解決すべき課題を知るために、必要な問いかけ／視点は何か？（評価小項目）
（B）それは、何で判断できるのか？（判断方法）
（C）それは、どこまでいったら良いのか？（判断基準）
（D）それは、どのような方法でデータを集めれば良いのか？（測定方法）
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評価計画書「評価表」（評価の要素：事業設計の分析）

３-③評価計画

評価表

評価の要素
評価項目 評価小項目

評価基準 測定方法

必要な
データ 情報源 データ

収集方法判断方法
（指標等）

判断基準
（目標値・状態等）

事業設計の分析
(セオリーの分析)

③
④

以下の（A）〜（D）のステップで、「事業設計の分析」の計画を立てましょう。
これにより、事業成果を生み出すための「作戦」を立てることができます。
（A）効果的な作戦を立てるために、必要な問いかけ／視点は何か？（評価小項目）
（B）それは、何で判断できるのか？（判断方法）
（C）それは、どこまでいったら良いのか？
（D）それは、どのような方法でデータを集めれば良いのか？

A B C D

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
（A）〜（D）のステップで、「事業設計の分析」の計画を立てましょう。
これにより、事業成果を生み出すための「作戦」を立てることができます。

（A）効果的な作戦を立てるために、必要な問いかけ／視点は何か？（評価小項目）
（B）それは、何で判断できるのか？（判断方法）
（C）それは、どこまでいったら良いのか？
（D）それは、どのような方法でデータを集めれば良いのか？
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評価計画書「評価表」
このようにして、事前評価計画時の記入を行います。
⑤〜⑩は、「評価項目」と「評価小項目」のみを選択します。

評価表
評価の要素 評価項目 評価小項目 評価基準

測定方法
必要な
データ 情報源 データ

収集方法
課題の分析
(ニーズの分析)

①
②

事業設計の分析
(セオリーの分析)

③
④

実施状況の分析
(プロセスの分析)

⑤
⑥
⑦

アウトカムの分析 ⑧
⑨
⑩

すでに指針で
設定されてい
るので、選択
しましょう

本オリエン
テーションで、
記入しましょ
う（評価計

画）

本オリエンテーションで、
記入しましょう（評価計画）

３-③評価計画
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）①〜⑩の評価小項目と、①〜④の測定方法まで、「本オリエンテーションで、記入しましょう」と入れています。資金分配団体がオリエンテーションで演習の時間を設定するのであれば、そのまま使用して下さい。演習をやらない場合は、 「本オリエンテーションで、記入しましょう」は削除してください。

【説明例】
このようにして、事前評価の計画時の記入を行います。
⑤〜⑩（実施状況の分析とアウトカムの分析）は、「評価項目」と「評価小項目」のみを選択します。
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評価計画書「評価表」

評価表
評価の要素 評価項目 評価小項目 評価基準

測定方法
必要な
データ 情報源 データ

収集方法
課題の分析
(ニーズの分析)

①
②

事業設計の分析
(セオリーの分析)

③
④

実施状況の分析
(プロセスの分析)

⑤
⑥
⑦

アウトカムの分析 ⑧
⑨
⑩

事前評価報告書において
「結果」を記載しましょう

以下に、事前評価報告時の記入方法のヒントを掲載します。

事前評価報告書において
「計画」を記載しましょう

３-③評価計画
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事前評価の報告時は、評価報告書にこのような内容を書きます。次のスライドも参照してください。
①〜④は、結果を記載
⑤〜⑩は、計画を記載
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参考：実行団体評価計画
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3-④事前評価報告書

事前評価が終わったら、以下の内容で、事前評価報告書（改訂版事業計画書を
含む）を作成し、資金分配団体に提出してください。（提出期限：XX月YY日）

項目 内容
1. 概要 事業概要、アウトカム
2. 事業の背景 事業計画書記載内容
3. 評価の実施体制 担当者（内部・外部）
4. 評価実施概要 評価実施概要、自己評価全体の総括
5. 評価結果の要約 評価項目ごと（①〜④）に考察
6. 今後の事業に向けて 留意点等
添付 事業計画書、評価計画書、事業実施スケジュール、ロジックモデルなど（適宜）、調査

データ（適宜）

実際のフォー
ムをみてみま

しょう
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別紙：「事前評価報告書（フォーム）」ご参照

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）上記の提出期限（赤字）に期日を記入してください。
事前評価報告書フォームを紙で配布、または投影して頂くことを想定しています。
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3-④事前評価報告書

【事前評価のQ&A】
Q：評価実施概要の「自己評価の総括」は、どんなことを書けばいいですか？
A：どんな目的で、何を評価したか、それによってどんな結果が得られたか、
そこから学んだことや気がついたこと、事業の改善ポイントなどを書きましょう。

Q：評価結果の要約の「課題の分析」、「事業設計の分析」で「やや低い」、
「低い」となった場合はどうすればいいですか？
A：事業改善のチャンスです。事前評価によって明らかになった課題の改善策を
資金分配団体のPOと検討して、改善案を考察に記入しましょう。
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４．点検・検証

「点検・検証」とは、資金分配団体が、実行団体の評価結果について
その内容の客観性と妥当性を確認し、
評価結果の有効活用を促すための仕組みです。

点検検証フォーム 内容
表１．
評価5原則に基づく点検・検証

評価5原則の観点から
客観性・妥当性を担保するために点検・検証を
行う。

表２．
評価結果の活用

実行団体の自己評価結果を受けて、
具体的な活用を提案する。
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別紙：「点検検証（フォーム）」ご参照

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）「点検検証フォーム」を別紙配布、または投影いただくことを想定しています。
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４．点検・検証
表１．評価5原則に基づく点検・検証

1 多様な関係者の
参加、連携、協働 多様な関係者の幅広い参加・連携・協働。

2 信頼性 信頼できる方法で収集されるなど適切な情報を使用する。

3 透明性 活動状況や調査、成果などは、正確かつ誠意ある情報開示、
説明や報告を行う。

4 重要性
事業を遂行する上で重要な事項や、また組織内外の
関係者の意思決定に役立つ事項など、特に重要と
判断される項目を選択して評価する。

5 比例性 組織の規模、資源や目的等に応じて評価方法や報告・情報開示の
方法を選択する。

・「評価の５原則」の視点で、「点検・検証」を行います。
・特に「重要性の原則」を意識してください。
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出所：「資金分配団体・実行団体に向けての評価指針」 P.5 図表2-2

「事業を遂行する上で
重要な事項は何か」
「組織内外の関係者の
意思決定に役立つ事項
は何か」「特に重要と
判断している項目は明
確化されているか」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）「点検検証フォーム」を別紙配布、または投影いただくことを想定しています。



Copyright 2020 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。 53

４．点検・検証
表２．点検・検証結果の活用

1 実行団体の評価実施に対
する提案

実行団体の評価結果に対して、評価計画の修正などを、資金分配団
体から提案します。

2 実行団体の事業実施に対
する提案

実行団体の評価結果に対して、実行団体の事業計画改善や留意点な
どを、資金分配団体から提案します。

・評価結果を踏まえて、資金分配団体からも提案します。
事業をより良くするための方法を考えましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）「点検検証フォーム」を別紙配布、または投影いただくことを想定しています。
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今後の流れ

資金
分配
団体

実行
団体

公募

応募

審査
採択

事業計
画、評
価計画
作成

LM
作成

伴走
支援

実行団体のLMを踏
まえてTOC改訂
（必要に応じて）

参加
パターン１：資金分配団体TOC
ワークショップに参加
パターン２：資金分配団体ToCに
フィードバック
パターン３：その他

事前評
価報告
書作成

事前評
価報告
書作成

事前評価

事前評価

この部分
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資金分配団体における事前評価、および実行団体における事前評価とその関係性を示しています。
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How集：データ収集方法の例 その１
以下に進め方のヒントを掲載します。

●文献調査
• プロジェクト報告書類、モニタリング記録など
• 費用があまりかからない
• データの信頼性の確認が難しい
• 必要なデータが存在しないかも
しれない

●テスト
• 訓練や研修などの習熟度の確認に向いている
• 対象者や介入の方法によってはそぐわない場合
がある

●計測・測定
• 量的データとして把握しやすい
• 量的に測れるものに限定される
• 測定機材が必要かもしれない

●直接観察
• 施設や資機材の使用状況、インフラやサービスの
適正度、研修の実施現場

• 人々の行動様式などを直接観察する方法
• 客観性を確保するために他の方法と組み合わせる
必要がある

出所：神奈川県SDGs社会的インパクト評価実証事業 研修資料（元データ：プロジェクト評価の手引き、改訂版 JICA 事業評価ガイドライン(2004)から一部改編）
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How集：データ収集方法の例 その２
以下に進め方のヒントを掲載します。
●個別インタビュー

• 対象者の生の意見・コメントなど、定性調
査につながる。対象者のインサイト・本音
などを知ることができる。

• まだ言語化・可視化されていないものを見
つけられることが多い。

• ストーリーが浮かび上がる。
データを補強することができる。

●グループ・インタビュー
• 個別インタビューに加えて、対象者の間に
相互作用が発生することから、さまざまな
意見を聞いたり、見解をブレストしてもら
う時に役立つ。

• より詳しい情報を参加者から引き出すこと
が可能。

• プライバシーに立ち入っ
た話は引き出しにくい。

●アンケート
• 同一質問に対して複数から回答を得ること
で、客観的な視点に近いものを得られる。

• 定量調査につながる。（使用者のうち○％
が満足、○割の人が該当など）

• 指標を得たり、仮説
検証するのが得意。

●ワークショップ
• 参加者の間に相互作用が発生することから、
さまざまな意見を聞いたり、見解をブレスト
してもらう時に役立つ。

• 参加者に自分ごととして感じて
もらうことができる。

• ファシリテーターの腕が
求められる

出所：社会的インパクト・マネジメント研修 基礎コース（CSOネットワーク）を一部改変
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How集：アウトカム設定のポイント
アウトカム設定には、下記の注意が必要である。

✔具体的であること
多くの人にとって、実現したい状態が具体的にイメージできること。曖昧な表現や広すぎる概念、キャッチフレーズのよう
なものだと、人によって解釈が大きく異なってしまう。

× 女性が輝く社会の実現、人間性豊かな青少年育成、 地域の活性化

✔実現したい望ましい状態、望ましい変化、であること
手段ではなく、作戦が結果として貢献するはずの将来の望ましい変化であること。

× 博物館の入館者数が増える，市の集団検診を受ける人が増える

✔短期的で測定可能な成果にこだわらないこと
•指標から考えない
•指標成果を数値目標の形で設定し、成果を計測することを重視し過ぎたために、計測できないアウトカム、実現を妨げるリ
スクが大きいアウトカム、実現に長い時間が掛かるアウトカム、などを避けて目的設定する傾向がある。

•たとえ測定が困難に見えても、アウトカムは社会の将来の方向性を明確に示すものでなければならない。

出所：評価におけるロジックモデルの活用（明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科 源由理子氏）
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How集：ロジックモデル

「ロジックモデル」とは、事業・活動のための利用可能な資源、計画している活動、達成したいと
期待する変化や成果の関わりについての考えを体系的に図式化するものです。

設定した事業目的をアウトカムに置き、ロジックをつなぎながら、
「アウトプット（結果）」と「アクティビティ（活動）」をつなげていきます。
「インプット（投入）」の目途をつけながら、実現可能性を踏まえて作成します。

事業活動などを
行うために使う
資源（ヒト・モ
ノ・カネ）

実際に実施する
事業活動

組織や事業の活
動がもたらす製
品・サービスを
含む直接の結果

事業や取り組み
のアウトプット
がもたらす変化、
便益

インプット
（投入）

活動
（アクティビティ）

アウトプット
（結果）

アウトカム
（成果）

出所：社会的インパクト・マネジメント研修 基礎コース（CSOネットワーク）を一部改変
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How集：ロジックモデル策定ワークショップ
以下に進め方のヒントを掲載します。

１．事業計画書から「中長期アウトカム」を抽出して、一番右側（または上側）に配置します
＊「中長期アウトカム」は、課題設計であげられた中心課題（ニーズ）に対応します

２．事業計画書から「短期アウトカム」を抽出して、中長期アウトカムの左側（または下側）に
配置します。中長期アウトカムを達成するために、足りない短期アウトカムがあれば、
追加を検討しましょう。

３．同様に「アウトプット」（結果）を抽出して、対応する短期アウトカムの左側（または下側）
に配置します。短期アウトカムを達成するために、足りないアウトプットがあれば、追加を
検討しましょう。

４．アウトプットを生むための「事業・活動（アクティビティ）」と、それを実施するための
「資源投入（インプット）」を配置します。

５．全体が論理的に妥当かどうかチェックしましょう。

Copyright 20 JANPIA       本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。20
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